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「気づき→学び→実践」

「気づき→学び→実践」の段階的な

学習を通して、適切な行動を考え

ることができるようになります。

02

最 新 潮 流 を 学 べ る ！ 当事者意識を醸成

01 03

事例を通した学習やセルフチェッ

クによって、当事者意識を醸成し

ます。

VPN への不正アクセス増加、レジ

リエンス重視の対策、生成 AI のリ

スク等についても学習します。

POINT POINT POINT

情報セキュリティの最新動向に基づき、企業活動を行うなかで、まさに今注意すべき事柄について学習できます。

その中でフィッシングとランサムウェアを中心に、近年の情報セキュリティ潮流や最新動向、対策まで網羅しています。

日常的な事例を用いて学習することにより、実際のビジネスシーンでの適切な対処方法が理解しやすいようになっています。
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ケースで学ぶ！情報セキュリティの最新脅威
2024-2025年版（標的型メール 対応）

情報セキュリティ教育の最新版！



ケースで学ぶ！情報セキュリティの最新脅威
2024-2025年版（標的型メール 対応）

・情報セキュリティの最新の動向が分かる。

・情報セキュリティを守るための適切な行動が分かる。

組織の情報セキュリティ
・組織の情報セキュリティとは
・守るべきもの
・情報セキュリティの３要素
・取り組みの実践

ランサムウェアの知識
・ランサムウェアとは
・引き起こされる被害
・脅迫手口の悪質化
・組織としての対応

事件・事故を防止するためのポイント
・ばらまき型攻撃と標的型攻撃
・フィッシング攻撃
・各種の詐欺攻撃
・業務の中で注意すべきポイント

情報セキュリティ最新動向
・業務停止被害の増加
・レジリエンスを重視した対策
・VPNへの不正アクセス増加
・生成AIに関するリスク

※各レッスンの後に確認テストがあります。

セルフチェック
総合テスト
コースレビュー

第1章

第2章

第3章

第4章

●受講期間：6ヵ月（＋閲覧期間6ヵ月）
●チュータによる個別指導：なし
●標準学習時間：0.5時間
●PDF資料：あり
●定価：¥４,５00円（税別）

前提知識

学習目標

特になし

※「情報セキュリティの基礎」をすでに受講している、もしくはそれと同等の知識を有することが望ましい。

※ 最終テストに80％以上正解するまで先に進めないように設定されているコース)と通常コースの2種類ご用意しております。
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